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残暑厳しい２学期が始まったと思ったのですが、あっという間に一

面銀世界になりました。１年間の中で最も長い２学期でしたが、大き

な事故や怪我がなく、子どもたちが元気に学校生活を送ることができ

たことを大変うれしく思います。この２学期も子どもたちのたくさん

の頑張りを目にすることができました。特に、友絆祭では、３年生がリーダーシップを発揮し、少ない人数の中、一

人でいくつもの役割をやり遂げ、すばらしい文化祭をつくり上げることができました。全会津中体連駅伝競走大会を

皮切りに、部活動での今学期の活躍も目覚ましいものがありました。新人大会では、陸上部・バドミントン部ともに

県大会へと駒を進めており、来春の成長が楽しみです。文化面でも英語弁論大会や音楽祭では、時間をかけて練習し

てきたことをしっかりと表現することができました。

さて、学習面に目を向けてみると、各種学力調査の結果から、本校の強みとして、子どもたちが「学習に粘り強く

取り組めること」や「好きな教科が多いこと」が分かりました。ただ、「自分の考えを説明する力」や「計画的に学

習すること」に課題があることも分かりました。これらの課題解決に向けて、「授業の中で自分の考えを説明する活

動を意識して行うこと」、「家庭学習の計画を立てる時間を確保すること」、「テスト前や長期休業前の計画表作成に向

けた細やかな支援を行うこと」について、教職員で共通理解を図り、実践しています。３学期は、今まで以上に子ど

もたちに学習への意欲付けを図っていきたいと考えております。

また、保護者の皆様や地域の方々に学校教育の様々な場面で大変ご協力をいただきました。心から感謝申し上げま

す。９月の村史跡めぐり、早稲沢農業体験、諸橋近代美術館訪問、幼・小・中クリーンアップ活動、１０月の防災教

室、友絆祭、１１月のふくしま駅伝、幼稚園訪問など、コロナ禍でも様々な学校行事等において、保護者や地域の皆

様に助けていただきました。学校と地域が一体となって子どもたちを育てていくことのできる環境が、裏磐梯中の強

みであると感じています。来年も、何卒よろしくお願いいたします。

１２月９日（金）の１～４校時に授業参観、５校時に学校保健講座、その後、保護者会全体会、学級懇談会を行い

ました。お忙しい中、お世話になりました。保護者会全体会では、各担当から、充実した冬休みを過ごすために大切

にしていただきたいことについてお伝えしました。特に、スマートフォン等のインターネットに接続することのでき

る情報機器については、ご家庭でルールを含めた正しい使い方について、再度、ご確認をお願いいたします。なお、

女子のスラックス導入に向けて、保護者と生徒のアンケート結果を踏まえ、生地及びデザインにつきましては、現行

のスカートと同じものにすることをお話ししました。アンケートへのご協力ありがとうございました。

学校保健講座では、ふくしま子どもの心のケアセンターの主

任専門員である佐藤則行先生を講師としてお招きし、「自己肯

定感を高める、気持ちの切り替え方を学ぶ」というテーマでご

講話いただきました。「今の生活の中でできていることを、自

分のよいところと捉えていくこと」や「人と比較せずに自分自

身のよいところをたくさん見つけていくこと」など、自分を肯

定的に捉えるために大切なことをたくさん教えていただきまし

た。佐藤先生、ありがとうございました。

１２月１３日（火）に薬物乱用防止教室を行いました。猪苗代警察署裏磐梯駐在

所の圓井所長様を講師としてお招きし、薬物による心身への影響等について学習し

ました。子どもたちは、薬物乱用の危険性などをしっかりと理解すると共に、違法

薬物は、どんな人から誘われても、きっぱりと断る強い意志が大切さであることを

再確認することができました。圓井所長様ありがとうございました。

裏磐梯中学校の図書室は、生徒だけでなく、保護者の方や地域の方にも開放してい

ます。受付日時は、毎週月・水・金曜日の午後１時１０分から１時４０分の間です。

それ以外でも、職員室の教頭に声を掛けていただけば、貸し出すことができます。利

用する方が少ないので、少しでも多くの方々に本校の図書室をご利用いただけるとあ

りがたいです。ぜひお越しください。

 

 

よいお年をお迎えください

【授業参観】 【学校保健講座】

薬物乱用は

ダメ。ゼッタイ。


